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アジャイル開発を活用した人間中心設計実践
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1.	はじめに

NECソフト VALWAYテクノロジーセンター UXイノベー
ション戦略室では、SI/ソフトウェア開発におけるユーザー
エクスペリエンス（UX）向上支援を行っています1）。UXを
向上させるためには、国際規格ISO9241-210で規定されて
いる人間中心設計が有効です。人間中心設計では、図1の
とおり、ユーザー・作業環境・業務を調査してユーザーを理
解、ユーザーの要求を分析して目標を明確化、設計によって
解決策を作成、ユーザー視点による評価、という4つのプロ
セスを繰り返し実行します。

人間中心設計の4つのプロセスを繰り返し実行するに当
たり、プロジェクトに応じてやるべきことや注意すべきこと
が異なります 2）。我々が UX向上を支援してきたプロジェク

トの大半はウォーターフォール開発でしたが、最近では比
較的小規模なプロジェクトを中心にアジャイル開発が増えて
きています。UX向上の観点でも、人間中心設計の4つのプ
ロセスを繰り返し実行するうえで、開発途中での要件追加
や優先度変更を柔軟に行えるアジャイル開発への期待が高
まっています。

本稿では、人間中心設計を実践するうえでのアジャイル開
発の活用方法について、スマートデバイス向けのアプリケー
ション開発プロジェクトの事例を題材にして説明します。

2.	プロジェクトにおけるアジャイル開発プロセス

スマートデバイス活用が見込まれている領域の1つに「設
備点検」があります。本プロジェクトでは、この設備点検を
支援するアプリケーションのUX向上を目指しました。開発
プロセスとしては、人間中心設計を実践する際に、試作とブ
ラッシュアップを頻繁に行うことを考慮して、柔軟に要件追
加や優先度変更を行えるアジャイル開発を適用しました。

アジャイル開発における代表的な手法として「スクラム」３）

があります。スクラムでは、1週間から4週間の開発期間（ス
プリント）を設けて、スプリントを繰り返して開発を実施しま
す。各開発期間の最終日に全員が集合してレビュー（スプリ
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図1　人間中心設計の4つのプロセス
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ントレビュー）を行い、その場でタスクの追加や優先度変更を
意思決定し、次のスプリントでのタスクを決定します。今回の
プロジェクトにおいても、このスクラムを適用して進めました。

3.	アジャイル開発を活用した人間中心設計の現場適用

今回、人間中心設計を実践するに当たり、アジャイル開発
の要素を取り入れて工夫しました。本章では、特徴的な活
動として3つ紹介します。まず評価と修正を反復して行う人
間中心設計の開発プロセスを開発者に理解してもらうため
の「簡易版プロダクトバックログ」について説明します。次に
プロジェクトチームへの情報共有を効率化するための「プロ
ダクトバックログ形式のユーザー調査シート」について説明
します。最後に、開発者にユーザー視点の意識付けを行う
ための「毎回のスプリントレビューでペルソナに立ち返った
優先度付け」について説明します。

3.1 簡易版プロダクトバックログ
人間中心設計を進めるに当たり、評価と修正を反復して

行うために、タスク管理が複雑になります。アジャイル開発
では、タスク管理にプロダクトバックログというドキュメント
を用います。プロダクトバックログはタスクの進捗状況や優
先度、工数見積り、完了予定日が一覧表示されているため、
評価と修正を反復する際のタスク管理に適しています。一方
で、ウォーターフォール開発にはプロダクトバックログはあり
ません。そこで、ウォーターフォールの開発者が使っていた
開発工数見積り書にプロダクトバックログの要素を追加しま
した（図2）。具体的には、開発工数見積り書には「実装タ
スク」と、各実装タスクの「工数見積り」の情報があったの
で、次回スプリントレビューまでの実装タスクを示す「完了
予定日」を追加して、簡易版プロダクトバックログとして利用
しました。

更に、アジャイル開発を運用するうえで有効な要素を、プロ
ジェクトの状況に合わせて取り込みました。例えば、スプリン
トレビューより前に目標の実装タスクが終わった際、次の実装
タスクがすぐ分かるように実装タスクの優先度を追記したり、
スプリントレビュー後に実装タスクが大量に増えて見積りの
負荷が高くなったため、優先度の低い項目の見積りを簡易化
したりしました。このように、開発者がなじみのあるドキュメ
ントを基に最小構成のプロダクトバックログを作って活用する
ことで、開発者がアジャイル未経験であったとしても、30分

程度の学習時間を設けるだけで、アジャイル開発の要素を取
り入れて、評価と修正の反復を実践できました。

3.2 プロダクトバックログ形式のユーザー調査シート
ユーザーを理解するために、現場の実態を把握する必要

がありました。今回のプロジェクトは特定のお客様がいない
ため、「設備点検」に関わる企業に協力をお願いして、ヒアリ
ングやフィールドワークといったユーザー調査を行いました。
しかし、ユーザー調査は協力いただく企業にとって大きな負
担となるため、事前に確認事項を洗い出し、確認事項に優先
度を付けることで、確実にユーザー調査を進めました。

具体的には、現場作業員の年齢や勤続年数やスキル、作
業環境、現場作業員の業務の概要や、点検作業の詳細につ
いて確認事項を洗い出しました。そして、現場の課題を分
析するために、特に業務に関わる法律や作業ミスによるリ
スク、現場での工夫や問題点については優先度を高く設定
したユーザー調査シートを用意しておくことで、ヒアリングや
フィールドワークの機会に優先度の高い確認事項を確実に
調べるようにしました。

また、ユーザー調査の機会はプロジェクトを通じて複数回
あったため、ユーザー調査の進捗状況や調査結果に関する
プロジェクトメンバーとの共有や、確認事項の追加や優先度
変更といった確認事項の管理を頻繁に行う必要がありまし
た。そこで、ユーザー調査の情報共有や管理を効率的に実

図2　簡易版プロダクトバックログの例
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施するために、プロダクトバックログの要素を取り入れたユー
ザー調査シートを作成して、プロダクトバックログと同様の
運用を可能にしました。

図3に今回のプロジェクトで用いたユーザー調査シートの
例を示します。ユーザー調査シートには、「確認事項」「優
先度」「調査結果」を記載します。例えば、確認事項「1人
で実施する点検と2人で実施する点検の違い」に対して優先
度「高」、調査結果「日常点検は1人で実施している。定期
点検は2人で実施している」という内容が記載されています。
このように、確認事項というタスクに対して優先度を振って
おき、進捗結果が分かるようにすることで、プロダクトバック
ログと同様に運用でき、アジャイル開発との親和性の高める
ことができました。

ユーザー調査シートを活用したことで、「プロジェクトの
進行状況によって優先度が変わるなかで、優先度の高いも
のから確実にヒアリングできた」「2回目以降のヒアリング準
備の手間を短縮できた」「ヒアリング未実施の確認事項の
存在に気付けた」「プロジェクトメンバーと効率的にヒアリン
グ結果を共有できた」などの効果がありました。

3.3	毎回のスプリントレビューで
	 ペルソナに立ち返った優先度付け

現場の要求を明確にするため、ヒアリングやフィールド
ワークで分かった業務実態や、現場作業員の工夫や問題に
着目して課題を分析しました。本質的な要求を明確にした
後は、アプリケーションの設計と実装を通じて、要求の実現
を目指します。ただし、ユーザー視点に慣れていない開発

者からは、ユーザーの要求の実現という観点が抜け、実装
の容易さといった開発者視点で提案する傾向がありました。
そこで、プロジェクトメンバーへの意識付けのために、毎回
のスプリントレビューでペルソナに立ち返ってタスクの優先
度付けをしました。

スプリントレビューでは、要件の変更や追加、意見の衝
突などがあると、UXを専門領域とするシステムエンジニア

（UXエンジニア）がペルソナに立ち返ってタスクの優先度を
説明しました。例えば、画面切り替え機能として「左右フリッ
クによる切り替え」と「メニュー選択による切り替え」の2パ
ターンを検討していた際に、開発者から「メニュー選択によ
る切り替えがあるので、左右フリックによる切り替えは省い
てもよいのではないか」という質問がありました。これに対
して、UXエンジニア側が、「ベテランは少ない操作数を好
むので左右フリックによる切り替えが必要で、新人は分かり
やすい操作方法を好むのでメニュー選択による切り替えが
必要」とペルソナを加味した説明をして、2パターンとも同等
に必要であることへの理解を求めました。

このように、ペルソナを加味して優先度を説明することで、
ユーザーの要求の意識付けができました。特にプロジェク
ト中盤以降では、実装上の課題に対して開発者がユーザー
視点に立った代替案を提示するようになり、ユーザーの要求
の実現を加速できました。

4.	おわりに

UX向上に向けて、人間中心設計を現場で実践するため
の、アジャイル開発を活用した施策を紹介しました。今後も
開発プロセスのなかでUX向上を実践するための手法を検
討するとともに、UX向上にとって最適な体制・開発プロセ
ス・手法をいちから検討して確立することで、UX向上のプ
ロジェクト実践基盤の整備を進めます。そして、NECグルー
プのSI/ソフトウェアを通じて、すべてのお客様に、豊かな、
嬉しい、楽しい体験をしていただけるよう邁進いたします。

図3　プロダクトバックログ形式のユーザー調査シート
の例
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